
 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

本日から、向寒マラソンが始まりました。例年よりもマラソン記録会の開催が遅くなったため、

少し向寒マラソンの開始が遅くなりました。向寒マラソンは、①マラソンをとおして寒さに負けな

い健康な身体をつくる②冬季に向けての健康管理に関心をもち、規則正しい生活

習慣を身につけることを目的として取り組んでいます。これから訪れる寒さに負

けることのないよう、今自分の目標をしっかりともたせた上で、取り組ませてい

きたいと思います。朝の健康観察入力等、今後も御協力お願いします。 

 

        【おめでとうございます】 

 １０月２９日に表彰が行われました。今回は、金刀比羅神社奉賛会書道展等、多くの子ども達が

表彰されました。これからも、蓮沼っ子の活躍を期待しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度に続き、今年度も地域での活躍を全校児童に紹介しています。こ

れまでに、バスケットボールや剣道での頑張りを、賞状伝達に合わせて紹

介しています。 

 今後も、賞状伝達の機会に、紹介することができますので、何かありま

したら、学校まで御連絡ください。 
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【 学校教育目標 】よく遊び・よく学ぶ はすぬまっ子 

【めざす児童像】よく考え進んで学ぶ子ども（知） 

心豊かで思いやりのある子ども（徳） 

元気でたくましい子ども（体）  

【金刀比羅神社奉賛会書道展】 

☆山武市教育長賞 
   ６年   

 

☆金賞 

   １年   

   ２年   

   ３年   

   ４年   

   ５年   

【読書感想文コンクール】 

☆優良賞 

   ５年  

 

【成田空港周辺児童書道・絵画展】 

○書道の部 

☆佳作 

２年   

５年   



      【読書活動の取組について】 

 

 １学期末に実施した学校評価で、評価が低かった「読書活動」について、学校

の取組を御紹介します。 

１ 朝の読書活動 

 月曜日の朝、「朝読」の時間とし、８：００～８：１５の１５分間行っています。自分が読みたい

本を準備し、静かに読書をしている姿が見られます。 

 かつては、毎朝、読書の時間が取れていたのですが、教育課程の見直しに伴う授業時数の削減に

より、現在は、朝読の時間が限られてしまっています。少しでも学校で本に触れる時間が増えるよ

うに、各クラスで時間を見つけながら、読書を行わせていきたいと考えています。 

２ 読み聞かせ 

 毎週金曜日に、２学年ずつ、読み聞かせボランティアに御協力をいただき、読み聞かせを行って

います。毎回、いろいろな本を読んでくださり、子ども達は、真剣に聞き入っ

ています。また、ただ単に読み聞かせをしていただくだけでなく、人形を準備

してくださったり、楽器等で効果音を付けてくださったりしながら、お話を読

んでくださることもあります。 

 読み聞かせをとおして、他の本にも興味をもってくれればと考えています。 

３ 読書貯金 

 読書した本を記録として残す、読書貯金を行っています。１０月末現在の、各クラスの読書貯金

の様子は以下のようになっています。 

（単位：冊） 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

クラス平均 18.3 37.6 16.6 8.9 6.7 7.3 

最高冊数 32 100 75 50 39 37 

 この読書貯金は、本を読み終わったら記録していくことになっています。あくまでも、子ども自

身で記録をしているものなので、記録の忘れ等により、実際の読書の実態とは違う部分もあるかも

しれませんが、現在の子ども達の実態をもとに、今後も読書活動の推進を進めていきたいと考えて

います。 

 なお、１００冊に到達すると、校長先生からごほうびシールをもらえることになっています。 

４ その他 

 市図書館と連携をし、１か月に１回、図書館の本が配本されます。学校にはない面白そうな本が

多くあり、新しい本が届くと、多くの子ども達が、本を手にしています。また、図書委員会で、読

書の呼びかけもしています。 

 

 学校でも様々な取組を行っていますが、なかなか子ども達の読書の時間は増えていきません。家

庭では、スマホ、タブレット、ゲーム等、読書よりも楽しいものがたくさんあるかと思いますが、

お子さんと一緒に読書に取り組む時間をもってみてください。学校と家庭が連携し、子ども達の読

書活動を、充実させていければと考えています。 

 


